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一 般 質 問 通 告 書 

佐野市議会議長 様 

受

付 

番号 １８ 

令和 ７年８月２８日 

午後 ２時４０分    

議会名 令和 ７ 年 第 ５ 回 佐野市議会定例会 

発言者 議席番号 14 番 早 川 貴 光 

答弁を求める者 

(選択してください) 
市長 ・ 副市長 ・ 教育長 ・ 担当部局長 

一般質問時に使用する資料の

有無（選択してください） 

あり（ 資料提示 ・ 資料配付 ・ モニター使用 ） 

なし 

大項目（質問項目） 

中項目（質問細目） 
小項目（具体的な質問内容） 

１． デジタル地域通貨「さの

まるペイ」について 

（１）利用者について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）加盟店について 

 

 

 

 

 

 

 

 

① さのまるペイの利用方法について伺います。 

 

② スマートフォンのアプリ利用者数を３万 5,000

人、専用カード利用者数を 8,000人と設定した

根拠について伺います。 

 

③ カードを発行する場合、市の負担はどの程度か

かるのか伺います。 

 

④ 使い切り型のカードの発行について、当局の見

解を伺います。 

 

⑤ デジタルに不慣れな方へのサポート体制につい

て伺います。 

 

① 加盟店側の利用方法について伺います。 

 

② 初年度の加盟店舗数の目標について伺います。 

 

③ 加盟店舗数の拡大手法について伺います。 
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（３）利用促進のための広報

ついて 

 

（４）今後の展開について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 市有運動施設を利用す

る際の熱中症対策につ

いて 

 

３． 選挙に関する取組につ

いて 

（１） 投票済証の取り扱いに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 加盟店舗の費用負担は無いとしていますが、市

側の負担はどの程度あるのか伺います。 

 

⑤ 加盟店舗へのサポート体制について伺います。 

 

① 加盟店舗を利用者に周知する方法について伺い

ます。 

 

① 目標達成のためのＫＰＩについて伺います。 

 

② 今年度当初予算では、１億 9,973万 5,000円が

計上されプレミアムの原資が約１億 2,100万、

残余の 7,873万円が周知といった部分に使われ

るとされていますが、その内訳について伺いま

す。 

 

③ 持続可能な地域通貨に育てる必要があります

が、どういった目的を持たせて取り組んでいく

のか伺います。 

 

① 熱中症対策として、暑さ指数（WBGT）の予測値

によって利用中止などの判断基準を設けるべき

だと考えますが、当局の見解を伺います。 

 

 

 

① 投票済証等の交付については総務省の考えに配

慮しながら交付してきましたが、第 27 回参議院

議員通常選挙ではさのまるデザインの投票済証

を交付しました。どのような経緯によって交付

することになったのか伺います。 

 

② ４月に行われた佐野市長選挙・佐野市議会議員

選挙の投票済証の発行枚数及び第 27回参議院議

員通常選挙の投票済証の交付枚数について伺い

ます。 
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（２）投票所や開票所の熱中

症対策について 

 

 

 

（３）公営ポスター掲示場に

ついて 

 

① 参議院議員通常選挙は夏に行われることから、

投票所や開票所において熱中症対策が必要であ

ると考えますが、現状の対策について伺いま

す。 

 

① 公営ポスター掲示場に固有の番号を割り振り、

表記すべきと考えますが、当局の見解をお伺い

します。 

 

② 公営ポスター掲示場の設置場所のデジタル化に

ついて、当局の見解を伺います。 

  


